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必要な人に、ケアプラザの情報が伝わるように、クリニックや病院、薬局を定期的に訪問・情報
交換する等し、連携を継続・強化する。

□ 区からのコメント

令和6年度 もえぎ野地域ケアプラザＰＤＣＡシート_公表用 （事業計画書、事業報告書、事業実績評価）

—総括表—
◆ 事業計画

□ 地域の現状と今後の方向性
【現状】
〇高齢化が進み介護保険サービスの利用希望者が増加している。
〇認知症高齢者の増加。
〇重度化・複雑化してからの相談が多い。
〇ケアプラザの機能を知らない地域住民が多い。
【今後の方向性】
〇地域住民に対し、介護保険だけに頼らないインフォーマルサービス（サロン活動・ユートピア青葉
等）の意識付け。
〇認知症高齢者やその家族に対して見守る体制づくり。
〇誰もが住み慣れた地域で安心して生活できるよう『つながる』仕組みづくり。

□ 今年度の重点的な取組

◆ 事業報告・事業実績評価

□ 振り返り

—具体的な取組内容－

自身に合った介護予防の活動を探し、活動に参加することができるようユートピア青葉の講座
の体験会を開く。

チームオレンジを活用して認知症について広めていきたいという思いを持つ住民を増やす。

地域ケア会議などを通してのケアマネジャーと地域の福祉保健関係者（民生委員・自治会・ボ
ランティアなど）とのネットワークに構築に向けての検討の場を持つ。

エリア内にある元気づくりステーションの活動の継続に向けた支援としてハマトレ講座を行い、
新たな担い手の発掘を行う。



１　施設の適切な運営について

取組
計画

実績

２　指定介護予防支援事業、居宅介護支援事業

目標

職員
体制

契約
者数

指定介護予防支援事業
第１号介護予防支援事業

利用者が目標を持って健康増進や介護予防に努め、
自立した生活を送ることが出来るよう支援します。ま
た、職員及び地域のケアマネジャーが地域包括ケア
システムを意識したケアマネジメントに取り組めるよう
支援します。

【その他料金】

居宅介護支援事業

ご利用・ご家族の意思を尊重し、住み慣れた地域で
自立した日常生活が継続できるように、地域の医療・
福祉・ボランティア等を総合的に提案・調整し、効率
的な支援を行います。また、ケアマネジャーの資質向
上のため包括と共に事例検討等を実施し、より良い
ケース対応に努めます。

【その他料金】

【サービスに係る費用】
指定介護予防支援に要する費用の額の算定に関す
る基準（厚生労働省告示第百二十九号）及び横浜市
介護予防ケアマネジメント実施要綱に基づく金額

【サービスに係る費用】
指定居宅介護支援に要する費用の額の算定に関す
る基準（厚生省告示第二十号）に基づく金額

令和6年度もえぎ野地域ケアプラザ事業計画書・報告書（施設運営、介護保険事業）

１　地域包括支援センターにおいて、相談者が事業
所選択をする際、公正中立を保つため、事業所一覧
等を活用し、必要な情報を提供します。
また、相談者への公平中立に関するアンケートを実
施し、対応の振り返りを行います。

２　介護保険事業においては、サービス事業所の選
択において、公正中立に基づき、利用者の課題を解
決できる事業所を選択します。情報公表の評価や届
出状況等を把握し、客観的に評価が高く、法令遵守
している信頼のおける事業所を紹介できるよう努めま
す。					
			

公正・中立性の確保について コンプライアンスへの対応について
（事故防止、個人情報保護等）

１　運営施設の事故報告だけでなく、法人全体におけ
る事故報告を集計分析するとともに、職員間で共有し
ます。その結果を受けて、施設で事故の分析や再発
防止に向けた検討・対応を行い、事故防止に役立て
ます。また、ヒヤリハット事例の抽出・共有を行い、事
故や事故までには至らない潜在リスクの情報につい
ても職員全体で共有・分析し、事故防止に生かしま
す。

２　個人情報保護に関する研修を実施し、誓約書を
全職員と取り交わすことで意識啓発並びに体制整備
を行い個人情報の保護に努めます。また、ケースファ
イル等個人情報が含まれる書類の取り扱いについ
て、必要時以外の部持ち出しの禁止といった事業所
内ルールを職員に定期的に周知します。ボランティア
や実習生に対しても、施設内で知り得た情報の守秘
義務について説明します。

３　法人で作成している「コンプライアンス推進ハンド
ブック」に沿って法令及び内部規定の遵守はもとよ
り、市民の願いや期待に応えることを目指し、毎年私
の職場の行動計画を立てて業務に取り組みます。

利用
料金

管理者　主任ケアマネジャー　１名（常勤兼務)
社会福祉士　２名（常勤兼務）
保健師等　１名（常勤兼務）
非常勤保健師専従　１名

管理者　１名（常勤兼務）
介護支援専門員　２名（常勤職員兼務１名、非常勤
専従１名）



目標

実施
体制

職員
体制

３　通所系サービス事業

地域密着型通所介護通所介護・第１号通所介護
（介護予防）認知症対応型通所介

護

【実施日数】

【提供時間】

【定員】

利用
料金

【サービスに係る費用】
指定地域密着型サービスに要する
費用の額の算定に関する基準（厚
生労働省告示第百二十六号）に基
づく金額

【その他料金】【その他料金】
食費800円

【実施日数】
　週６日（月～土）
　ただし、12月29日～１月３日を除
く
【提供時間】
　10:15～15：20
【定員】
　45名

【実施日数】

【提供時間】

【定員】

【サービスに係る費用】
指定地域密着型サービスに要する
費用の額の算定に関する基準（厚
生労働省告示第百二十六号）及び
指定地域密着型介護予防サービ
スに要する費用の額の算定に関す
る基準（厚生労働省告示第百二十
八号）に基づく金額

【その他料金】

１　利用者・ご家族へ寄り添い、安
心して自分らしく暮らすための支援
を多職種また地域の方々と協働し
進めます。

２　地域のつながりを大切にし、利
用者を含む地域住民が主体的に
助けあい、支えあうまちづくりが実
現できるよう、ボランティア受け入
れ、どなたでも参加できる居場所
や役割のある地域づくりを進めま
す。

【サービスに係る費用】
指定居宅サービスに要する費用の
額の算定に関する基準（厚生省告
示第十九号）及び横浜市介護予
防・日常生活支援総合事業実施要
綱に基づく金額

契約
者数
等

【延べ利用者数】 【延べ利用者数】 【延べ利用者数】

【契約者数】 【契約者数】 【契約者数】

管理者１名（常勤兼務）
生活相談員４名（常勤兼務２名・非
常勤兼務２名）
看護師４名（非常勤兼務４名）
機能訓練指導員４名（非常勤兼務
４名）
介護職員（常勤兼務２名・非常勤
兼務12名）



収入の部 （単位：円）

当初予算額（A） 補正額（B） 予算現額（C=A+B） 決算額（D） 差引（C-D） 説明

16,734,863 16,734,863 16,734,863 横浜市より

0 0

0 0 0 0 0

0 0

0 0

0 0

4,073,000 4,073,000 4,073,000

20,807,863 0 20,807,863 0 20,807,863

当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

13,383,863 0 13,383,863 0 13,383,863
法人本部経費は含まれていません

9,740,154 9,740,154 9,740,154

929,000 929,000 929,000

1,538,000 1,538,000 1,538,000

18,000 18,000 18,000

6,000 6,000 6,000

82,000 82,000 82,000

1,070,709 1,070,709 1,070,709

200,000 0 200,000 0 200,000
法人本部経費を含む

3,000 3,000 3,000

71,000 71,000 71,000

0 0 0

26,000 26,000 26,000

11,384 11,384 11,384

0 0 0 0 0

自販機目的外使用料（横浜市への支出） 0 0 0

その他 0 0 0

50,000 50,000 50,000

0 0 0

13,616 13,616 13,616

5,000 5,000 5,000

20,000 20,000 20,000

0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0

2,280,000 0 2,280,000 0 2,280,000
法人本部経費は含まれていません

0 0 0

2,280,000 2,280,000 2,280,000

0 0

0 0 0 0 0

0 0

0 0 0 0 0

0 0

0 0 0 0 0

0 0

4,470,000 0 4,470,000 0 4,470,000
法人本部経費は含まれていません

3,028,704 3,028,704 3,028,704

528,936 528,936 528,936

50,105 50,105 50,105

862,255 0 862,255 0 862,255

空調衛生設備保守 445,317 445,317 445,317

消防設備保守 127,160 127,160 127,160

電気設備保守 31,886 31,886 31,886

害虫駆除清掃保守 19,739 19,739 19,739

駐車場設備保全費 62,632 62,632 62,632

その他保全費 175,521 175,521 175,521

0 0 0

0 0 0

474,000 474,000 474,000 予算：指定額

1,070,709 0 1,070,709 0 1,070,709
法人本部経費は含まれていません

0 0

1,070,709 1,070,709 1,070,709

0 0

0 0

0 0

21,878,572 0 21,878,572 0 21,878,572

△ 1,070,709 0 △ 1,070,709 0 △ 1,070,709

0 0 0 0 0

2,280,000 0 2,280,000 0 2,280,000

△ 2,280,000 0 △ 2,280,000 0 △ 2,280,000

179,000 0 179,000 0 179,000 目的外使用許可（自販機）による手数料収入

26,000 0 26,000 0 26,000 目的外使用許可（自販機）による横浜市への支出

153,000 0 153,000 0 153,000
※各大項目の内訳については、「その他」欄に集約して記載している場合もあります。

その他

印紙税
その他

修繕費

光熱水費
清掃費
機械警備費
設備保全費

公租公課

事業所税
消費税

その他

事業費

印刷代
自動販売機手数料
その他

令和６年度　「もえぎ野地域ケアプラザ」

収支予算書及び報告書（一般会計）＜地域活動交流＞

科目
指定管理料
自主事業収入（指定管理料充当の自主事業）
雑入

共益費

運営協議会経費
自主事業費（指定管理料充当の自主事業）
その他

管理費

太陽光パネル保守点検

太陽光パネル保守点検
太陽光パネル修繕（追加）

太陽光パネル修繕（追加）
SNSによる広報業務等モデル実施（追加）

SNSによる広報業務等モデル実施（追加）

自主事業　収支

管理許可・目的外使用許可に関わる収入

管理許可・目的外使用許可に関わる収支
管理許可・目的外使用許可に関わる支出

その他

支出合計

自主事業費　支出

差引

自主事業費　収入

手数料
地域協力費

職員等研修費

旅費

会議賄い費

使用料及び賃借料

備品購入費

印刷製本費

施設賠償責任保険
図書購入費

振込手数料

消耗品費

リース料

その他

本俸

通信費

手当計
健康診断費

事務費

収入合計

支出の部

科目

人件費

勤労者福祉共済掛金
退職給付引当金繰入額

社会保険料

その他



収入の部 （単位：円）
当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

37,342,309 37,342,309 37,342,309 横浜市より
154,000 154,000 154,000 横浜市より
300,000 300,000 300,000 横浜市より

5,951,811 5,951,811 5,951,811 横浜市より
0 0

0 0

6,916,000 6,916,000

0 0 0 0 0

0 0

0 0

0 0

6,916,000 6,916,000 6,916,000

50,664,120 0 50,664,120 0 50,664,120

当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

45,973,122 0 45,973,122 0 45,973,122
法人本部経費が含まれていません

26,417,122 26,417,122 26,417,122
5,326,000 5,326,000 5,326,000
6,063,000 6,063,000 6,063,000

63,000 63,000 63,000
36,000 36,000 36,000

1,786,000 1,786,000 1,786,000
6,282,000 6,282,000 6,282,000

450,000 0 450,000 0 450,000
法人本部経費が含まれています

35,000 35,000 35,000
80,000 80,000 80,000
6,000 6,000 6,000

120,000 120,000 120,000
50,000 50,000 50,000

0 0 0 0 0
自販機目的外使用料（横浜市への支出） 0 0 0

その他 0 0 0
90,000 90,000 90,000

0 0 0
0 0 0

26,000 26,000 26,000
9,000 9,000 9,000

23,000 23,000 23,000
0 0 0

11,000 11,000 11,000
0 0 0

2,927,998 0 2,927,998 0 2,927,998
法人本部経費が含まれていません

630,000 630,000 630,000 予算：指定額

1,623,998 1,623,998 1,623,998
154,000 154,000 154,000
300,000 300,000 300,000
220,000 220,000 220,000

0 0

1,187,000 0 1,187,000 0 1,187,000
法人本部経費が含まれていません

959,000 959,000 959,000
80,000 80,000 80,000
13,000 13,000 13,000

135,000 0 135,000 0 135,000
空調衛生設備保守 40,000 40,000 40,000
消防設備保守 33,800 33,800 33,800
電気設備保守 7,500 7,500 7,500
害虫駆除清掃保守 5,000 5,000 5,000
駐車場設備保全費 16,600 16,600 16,600
その他保全費 32,100 32,100 32,100

0 0

0 0
126,000 126,000 126,000 予算：指定額

0 0 0 0 0

0 0
0 0
0 0
0 0

0 0

50,664,120 0 50,664,120 0 50,664,120
0 0 0 0 0

0 0 0 0 0
2,297,998 0 2,297,998 0 2,297,998

△ 2,297,998 0 △ 2,297,998 0 △ 2,297,998

0 0 0 0 0 目的外使用許可（自販機）による手数料収入

0 0 0 0 0 目的外使用許可（自販機）による横浜市への支出

0 0 0 0 0
※各大項目の内訳については、「その他」欄に集約して記載している場合もあります。

管理許可・目的外使用許可に関わる収入
管理許可・目的外使用許可に関わる支出
管理許可・目的外使用許可に関わる収支

その他

支出合計
差引

自主事業費　収入
自主事業費　支出
自主事業　収支

修繕費
公租公課

事業所税
消費税
印紙税
その他

管理費

光熱水費
清掃費
機械警備費
設備保全費

共益費
その他

協力医
自主事業費（指定管理料充当の自主事業）【包括】
自主事業費（指定管理料充当の自主事業）【介護予防】

自主事業費（指定管理料充当の自主事業）【生活支援】
その他

自主事業費（指定管理料充当の自主事業）【チームオレンジ】

事業費

使用料及び賃借料

備品購入費
図書購入費
施設賠償責任保険
職員等研修費
振込手数料
リース料
手数料
地域協力費
その他

勤労者福祉共済掛金
退職給付引当金繰入額
その他

事務費

旅費
消耗品費
会議賄い費
印刷製本費
通信費

本俸
社会保険料
手当計
健康診断費

その他
収入合計

支出の部

科目

人件費

自主事業収入（指定管理料充当の自主事業）【包括】
自主事業収入（指定管理料充当の自主事業）【介護予防】
自主事業収入（指定管理料充当の自主事業）【生活支援】
雑入
印刷代
自動販売機手数料
その他

指定管理料【生活支援】

令和６年度　「もえぎ野地域ケアプラザ」

収支予算書及び報告書（一般会計）＜包括等＞

科目

指定管理料【包括】
指定管理料【介護予防】
指定管理料【チームオレンジ】



令和６年年４月１日～　　令和７年３月31日

（単位：千円）

予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引

19,531 19,531 16,959 16,959 67,749 67,749

0 0 0 0 0 0 443 0 443

事業・負担金収入 0 0 278 278

0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0

その他 0 0 165 165

19,531 0 19,531 16,959 0 16,959 68,192 0 68,192

1,949 1,949 12,720 12,720 44,528 44,528

0 46 46 762 762

62 62 273 273 18,663 18,663

0 0 0 4,730 4,730

13,197 13,197 0 0 0 0 0 0

利用者負担軽減額 0 0 0

消費税 0 0 0

介護予防プラン委託料 13,197 13,197 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0

その他 0 0 0

15,208 0 15,208 13,039 0 13,039 68,683 0 68,683

4,323 0 4,323 3,920 0 3,920 -491 0 -491

※　介護予防プランを他事業者へ委託する場合の取扱は、介護報酬を一旦全額収入に計上した後、他事業者へ委託料として支払う分を支出に計上してください。

※　上記以外の事業を実施している場合は、事業ごとに列を追加して記載してください。

 その他

支出合計（Ｂ）

収支　（Ａ）－（Ｂ）

 介護保険収入

 その他

収入合計（Ａ）

支
出

 人件費

 事務費

 事業費

 管理費

令和６年度　地域ケアプラザ収支予算書及び報告書＜介護保険事業分＞

施設名：もえぎ野地域ケアプラザ

収
入

科目 介護予防支援・第1号介護予防支援 居宅介護支援 通所介護・第１号通所介護



もえぎ野地域ケアプラザ　

1 かいごの知恵袋講座 H23
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

在宅で介護を行っている方を対象に、介
護に関する情報・役立つ知識等を知ること
や介護者同士がつながり通じて、孤独や
孤立することなく社会とつながり介護に向
き合うことを目的とする。

５：地域
介護に役立つ介護者向け講座と交流の
場。奇数月に講座形式で実施。

2 キャラバンメイト連絡会 H28
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

キャラバンメイトの意欲を実際のサポー
ター養成講座の開催や地域向け認知症
理解の取り組みに繋げていくことを目的と
する。 ５：地域

キャラバンメイト間の意見交換、交流によ
るチーム育成。認知症サポーター養成講
座開催等、具体的な活動内容の検討、準
備を行う。また、自主運営に必要な研修を
実施する。年２回開催。

3 認知症サポーター養成講座 H23
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

地域住民同士で認知症について理解し、
見守りあえる関係を作れるようにするた
め、認知症の普及啓発や利用促進も目的
とする。

５：地域
小・中学校、高齢者施設、地域住民、企業
を対象に行う。年２回上下半期各１回実
施予定。

4
かいごの知恵袋おしゃべりサロ
ン

R5
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

在宅で介護を行っている方を対象に、茶
話会を行う。介護者同士のピアカウンセリ
ング、孤立を防ぐことを目的とする。 ５：地域

テーマを設けず茶話会形式で偶数月実
施。

5 みたけ台介護予防講座 R6
２：地域包括支
援センター運営
事業

２：発展させる
ねらい

地域ケアプラザより遠方のみたけ台エリア
で介護予防の連続講座を実施し地域住
民が地域ケアプラザを身近に感じ、早い
段階での相談につながる等の顔の見える
関係づくりができる。

１：高齢者

、介護予防の具体的な取り組み方法や地
域ケアプラザの機能周知、老人会の参加
者以外の高齢者でも定期的に参加できる
介護予防の場として実施。１回/月

6 ハマトレ講座 R2
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

ハマトレに取り組むグループリーダーやメ
ンバーを対象に手技やその意義を確認す
る事で、活動者のモチベーションの維持
向上を目的に実施。

５：地域 1高齢者
ハマトレ講座と介護予防の具体的な取組
方法について
9/11・10/9・11/13

7 もえぎ野配食 H13
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

包括エリア内の独居高齢者および高齢者
世帯等の要援護者の安否確認を目的と
する。弁当の配達部分については、個人
ボランティアが担う。 １：高齢者

毎月第1火曜日の昼食の弁当配達を行
う。プラザ居宅部門と包括部門のケース
の安否確認を行い、利用者の状況を把握
する。調理の部分はボランティアグループ
「ミントの会」に依頼、配達部分は「もえぎ
野配食サポーター」が担う。

8 図書貸出事業 H18
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

世代を超えた幅広い層の地域住民がケア
プラザに来館することで、福祉保健活動に
関心を持ち、地域活動に参加する市民の
すそ野を広がることを目指す。

５：地域
図書の貸出と、ボランティアグループ協力
による蔵書管理を行う。＜図書貸出：随時
＞

9 もえぎ野茶屋 H30
７：共催（１と２と
３）

１：優先的に取
り組み

上谷本・谷本地区および周辺に在住で、
外出の機会が少ない概ね65歳以上の高
齢者の交流・健康づくりを目的とする。ま
た、ケアプラザ登録団体にボランティア活
動等の協力をしてもらい、団体の福祉保
健活動を発展させるきっかけの場としても
活用する。

１：高齢者

参加者は、講師の指導のもと体操に取り
組み、その後お茶を飲みながらの社会的
交流を図る。ケアプラザは参加者のニー
ズ把握や地域情報提供の場とする。
＜第2水曜日＞

10 フリー学習スペース「いこっと」 H29
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

放課後、学習する場のない小学生・中学
生が学習できる環境を整備し提供する。
学習を通して放課後の居場所となるほ
か、経済的に塾に通うことのできない児童
を支援することを目指す。

４：子ども・青
少年

小学生と中学生が自由に自分のスペース
で学習に取り組むことが可能なスペース
を開放。学習支援できるボランティアが2
名在室し、質問等について対応する。＜
毎週水曜日＞

11 あおば子ども食堂 H29
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

子どもの居場所や子どもの貧困等、社会
的孤立の現況把握・解決につなぐことを
目指す。あおば子ども食堂実行委員会お
よび青葉区社協と共催で実施。尚、同日
に他3施設（ふれあい青葉・さつきが丘CP,
美しが丘CP）も実施し、区内各エリアの特
性をより把握する。

４：子ども・青
少年

子ども食堂実行委員会のボランティアに
よる手作りのお味噌汁とおにぎりを提供す
る。参加費は100円。＜毎週水曜日＞

12 あったかネットワーク H28
７：共催（１と２と
３）

１：優先的に取
り組み

もえぎ野地域ケアプラザのエリア（上谷本
地区・谷本地区）で活動する人が集まり、
この地域の課題を出し合い、それに対す
るイベントや事業を実施する。 ５：地域

福祉教育・啓発活動、見守り、多世代交
流の場の開催等、地域課題を共有し、解
決策を検討。地域住民や商店会等と協力
して、具体的な活動を行う。対象は分野を
超えた全住民。

事業名
主な

対象者

従たる
対象者

(複数選択
可）

開始
年度

事業
事業の
性質

合計

実施
回数

延べ
参加
人数

令和6年度　自主事業計画書・報告書

No 事業内容・実施時期事業目的

■ 事業

１：地域活動交流事業 ２：地域包括支援センター運営事業

３：生活支援体制整備事業 ４：共催（１と２） ５：共催（１と３）

６：共催（２と３） ７：共催（１と２と３）

■ 事業の性質

１：優先的に取り組みが求められる事業

２：福祉保健活動に発展させることを

ねらいとした事業

■ 主な対象者、従たる対象者

１：高齢者 ２：障害児・者 ３：養育者及び乳幼児

４：子ども・青少年 ５：地域 ６：事業者

７：その他
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